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所
員
活
動
一
覧
︵
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
日
～
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
︶

荒
木
　
浩

●
著
書

『
高
等
学
校 

古
典
Ｂ
』（
伊
井
春
樹
他
と
共
著
、
富
永
一
登
他
と
共
編
）
第
一
学
習
社
　
二
〇
一
五
年
二
月
　
四
一
六
頁

『
高
等
学
校 

古
典
Ａ
　
大
鏡
・
源
氏
物
語
・
諸
家
の
文
章
』（
伊
井
春
樹
他
と
共
著
、
富
永
一
登
他
と
共
編
）
第
一
学
習
社
　
二
〇
一
五
年
二
月
　
一
九
二
頁

●
論
文

「
か
へ
り
き
に
け
る
阿
倍
仲
麻
呂
―
『
土
左
日
記
』
異
文
と
『
新
唐
書
』
―
」
倉
本
一
宏
編
『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
三
八
三
〜

三
九
六
頁

「
阿
倍
仲
麻
呂
帰
朝
伝
説
の
ゆ
く
え
―
『
新
唐
書
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
そ
し
て
『
土
左
日
記
』
へ
」
劉
建
輝
編
『
日
越
交
流
に
お
け
る
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
諸
課
題

﹇
ベ
ト
ナ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
二
〇
一
三
﹈』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
四
五
〜
五
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
背
伸
び
と
軽
さ
の
限
界
点
―
海
外
で
古
典
を
伝
え
る
こ
と
」『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
五
七
号
　
笠
間
書
院
　
二
〇
一
四
年
一
一
月
　
二
二
〜
二
六
頁

「
夢
―
古
人
は
『
夢
』
と
い
か
に
し
て
つ
き
あ
っ
て
き
た
か
―
」『
怪
』vol. 0043

　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ 

三
〇
一
四
年
一
二
月
　
三
四
〜
三
七
頁

磯
前
順
一

●
著
書

『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
研
究
論
―
昭
和
四
〇
年
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分
析
』（
黒
崎
浩
行
と
共
編
著
）　
近
代
映
画
社
　
二
〇
一
五
年
三
月
　

二
一
〇
頁
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伊
東
貴
之

●
論
文

「
清
朝
考
証
学
の
再
考
の
た
め
に

―
中
国
・
清
代
に
お
け
る
『
尚
書
』
を
め
ぐ
る
文
献
批
判
と
そ
の
位
相
、
あ
る
い
は
、
伝
統
と
近
代
、
日
本
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
―
」

笠
谷
和
比
古
編
『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
六
〇
九
〜
六
二
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
海
外
文
学
・
文
化
回
顧
二
〇
一
四
　『
中
国
』
と
は
何
か
？
／
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
？

―
更
新
し
つ
つ
、
回
帰
す
る
、
古
く
て
新
し
い
問
い
」『
図
書
新
聞
』
第

三
一
八
七
号
　
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
号

稲
賀
繁
美

●
論
文

「『
あ
い
だ
』
は
ど
こ
か
ら
出
現
し
た
の
か
？
『
あ
い
だ
』
に
は
何
が
堆
積
す
る
の
か
？

―
日
本
の
木
造
建
築
を
め
ぐ
る
ふ
た
つ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
」（
上
）

『
あ
い
だ
』
二
一
六
号
（
連
載
第
一
〇
五
）　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
　
二
二
〜
二
五
頁
、（
下
）
二
一
七
号
（
連
載
第
一
〇
六
）　
二
〇
一
四
年
一
一
月
　
二
五
〜
二
九
頁

「
生
皮
を
剥
が
れ
た
《
バ
ッ
タ
も
ん
》
―
烙
印
と
脱
皮
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
商
標
と
複
製
権
　
赤
瀬
川
原
平
に
捧
げ
る
―
漢
陽
大
学
校
『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
と

東
ア
ジ
ア
の
表
象
』
会
議
（
二
〇
一
五
年
二
月
六
〜
七
日
）
よ
り
」『
あ
い
だ
』
二
一
八
号
（
連
載
第
一
〇
七
）　
二
〇
一
五
年
二
月
　
三
二
〜
三
五
頁

「
十
二
支
　
未
―
『
牧
畜
の
異
郷
』
の
家
畜
　
日
本
美
術
に
お
け
る
羊
と
、
そ
の
代
理
と
し
て
の
山
羊
」『
あ
い
だ
』
二
一
九
号
（
連
載
第
一
〇
八
）　
二
〇
一
五
年
三
月
　

一
八
〜
二
三
頁

「
表
現
主
義
と
気
韻
生
動
―
北
清
事
変
か
ら
大
正
末
年
に
至
る
橋
本
関
雪
の
軌
跡
と
京
都
支
那
学
の
周
辺
」『
日
本
研
究
』
第
五
一
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　

二
〇
一
五
年
三
月
　
九
七
〜
一
二
五
頁

「
画
中
画
雑
考
」『
人
間
文
化
研
究
機
構
研
究
『
画
中
画
の
世
界
』（T

he 
C

osm
os 

in 
G

atyuu-ga: 
P

ictures 
in 

P
ictures) 

研
究
会
議
事
録
』
国
立
民
族
学
博
物
館
　

二
〇
一
五
年
三
月
（
頁
表
記
な
し
）

「
翻
訳
と
憑
依
あ
る
い
は
翻
訳
の
骨
折
と
骨
折
の
翻
訳
」『
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
一
一
号
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
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二
〇
一
五
年
三
月
　
七
四
〜
九
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
序
文
」『「
う
つ
わ
（
器
）」
と
「
う
つ
し
（
写
）」
う
つ
ろ
い
ゆ
く
形
の
生
命
：
モ
ノ
の
か
た
ち
の
霊
的
伝
幡
を
め
ぐ
る
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
む
け
て
』
展
示
会
冊
子

«R
éceptacle du passage: ou la vie transitoire des form

es et ses em
preintes: vers un nouveau paradigm

e de la transm
ission spirituelle des form

es 

physiques» du 20 au 24 janvier 2015, M
aison de la culture du Japon à Paris, H

alle d ’accueil (rez-de-chaussée)

　
パ
リ
日
本
文
化
会
館

「
フ
ラ
ン
ス
的
知
性
の
裏
切
り
」『
日
仏
文
化
』
八
四
号
「
渋
沢
・
ク
ロ
ー
デ
ル
賞
三
〇
周
年
記
念
号
」　
日
仏
会
館
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
七
二
〜
七
四
頁

「
台
湾
に
お
け
る
満
州
地
域
文
化
研
究
の
現
状
瞥
見
：
備
忘
録
ノ
ー
ト
」
郭
南
燕
編『
世
界
の
日
本
研
究
二
〇
一
四
　
日
本
研
究
の
隆
盛
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　

二
〇
一
五
年
三
月
　
一
七
七
〜
一
八
六
頁

「
文
化
科
学
研
究
科
　
学
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム2014

　
成
果
瞥
見
と
将
来
へ
の
展
望
」
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
平
成
二
六
年
度
学
生
企
画
委
員
編

『
総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
学
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
四
　
活
動
報
告
書
』
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
　
二
〇
一
五
年
三
月
　

一
二
五
〜
一
二
六
頁

井
上
章
一

●
著
書

『
現
代
の
建
築
家
』
エ
ー
デ
ィ
ー
エ
ー
・
エ
デ
ィ
タ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
　
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
五
日
　
五
〇
四
頁

『
性
欲
の
研
究
　
東
京
の
エ
ロ
地
理
編
』（
三
橋
順
子
と
共
編
）
平
凡
社
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
二
八
八
頁

『
建
築
と
権
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』（
御
厨
貴
と
共
編
）
岩
波
書
店
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
三
四
二
頁

『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
　
京
都
・
祇
園
祭
〜
至
宝
に
秘
め
ら
れ
た
謎
〜
』（
栗
山
千
明
・
小
倉
久
寛
と
共
演
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
　
二
〇
一
五
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
鈴
木
了
二
著
『
寝
そ
べ
る
建
築
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
日

「
書
評
　
赤
川
学
著
『
明
治
の
「
性
典
」
を
作
っ
た
男
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
二
日
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「
都
市
と
建
築
」
猪
木
武
徳
・
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
編
書
『
近
代
日
本
の
公
と
私
、
官
と
民
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
　
三
八
四
〜
三
九
九
頁

「
負
け
お
し
み
と
勝
ち
ま
ど
い
」
共
同
配
信
　
二
〇
一
四
年
一
一
月
上
旬

「
書
評
　
池
川
玲
子
著
『
ヌ
ー
ド
と
愛
国
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
二
日

「
書
評
　
犬
の
名
前
『
ポ
チ
』　
幕
末
以
後
に
登
場
し
た
ピ
ジ
ン
英
語
説
　
仁
科
邦
男
著
『
犬
た
ち
の
明
治
維
新
　
ポ
チ
の
誕
生
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
四
年
一
一
月

一
四
日
号

「
マ
ン
ガ
は
光
琳
を
超
え
る
」
公
益
財
団
法
人
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
・
ア
ス
テ
イ
オ
ン
編
集
委
員
会
編
『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
八
一
　
二
〇
一
四
年
一
一
月

「
中
島
岳
志
が
、『
中
村
屋
の
ボ
ー
ス
』
で
、
ふ
れ
な
か
っ
た
あ
る
一
点
に
つ
い
て
」『
書
砦
・
梁
山
泊
月
例
読
書
会
』　
二
〇
一
四
年
一
一
月

「
書
評
　
佐
々
木
克
著
『
幕
末
史
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
一
二
月
三
日

「
帯
」
岡
田
暁
生
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ン
ジ
著
『
す
ご
い
ジ
ャ
ズ
に
は
理
由
が
あ
る
』
第
三
版
　
ア
ル
テ
ス
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
　
二
〇
一
四
年
一
二
月

「
書
評
　
玉
木
俊
明
著
『
海
洋
帝
国
興
隆
史
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
四
日

「
回
顧
二
〇
一
四
　
私
の
三
冊
」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
八
日

「
顔
の
値
段
―
男
と
女
の
あ
い
だ
に
は
―
」
現
代
風
俗
研
究
会
年
報
第
三
四
号
『
か
お
―
現
代
風
俗
』
国
際
文
化
学
園
国
際
文
化
出
版
局
　
二
〇
一
四
年
一
二
月

「『
和
を
も
っ
て
尊
し
と
す
る
』
民
族
の
街
並
み
と
は
思
え
な
い
光
景
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
五
年
一
月
一
日

「
中
年
か
ら
の
『
音
楽
学
習
者
』
へ
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
五
年
一
月
九
日
号

「
書
評
　
佐
々
木
敦
著
『
ニ
ッ
ポ
ン
の
音
楽
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
月
二
一
日

「
書
評
　
芳
醇
馥
郁
た
る
人
文
学
の
香
り
が
堪
能
で
き
る
文
芸
史
研
究
書
　
前
田
恭
二
著
『
絵
の
よ
う
に
―
明
治
文
学
と
美
術
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
五
年
一
月

三
〇
日
号

「
書
評
　
小
泉
和
子
編
『
昭
和
の
結
婚
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
二
月
一
八
日

「
あ
の
日
・
あ
の
味
　
マ
ン
ガ
と
カ
レ
ー
」『
望
声
』
二
〇
一
五
年
三
月
号
　
東
海
教
育
研
究
所
　
二
〇
一
五
年
二
月

「
目
利
き
二
九
人
が
選
ぶ
二
〇
一
四
年
私
の
オ
ス
ス
メ
新
書
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
五
年
三
月
号
　
二
〇
一
五
年
二
月

「
書
評
　
輪
島
裕
介
著
『
踊
る
昭
和
歌
謡
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
三
月
一
一
日
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「
タ
イ
ガ
ー
ス
と
い
う
名
が
う
か
ぶ
ま
で
」
磯
前
順
一
・
黒
崎
浩
行
編
『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
研
究
論
―
昭
和
四
〇
年
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分

析
』
近
代
映
画
社
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
一
六
八
〜
一
六
九
頁

「
嵯
峨
に
住
む
子
の
誇
り
と
寂
し
さ
」『
週
刊
朝
日
』　
二
〇
一
五
年
三
月
二
〇
日

「
エ
ッ
チ
な
街
の
盛
衰
史
」「
オ
ロ
フ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
・
ウ
ィ
ル
マ
ン
に
、
井
上
筑
後
守
政
重
が
と
き
め
い
た
日
の
こ
と
」「
対
談
　
原
武
史
×
井
上
章
一
『
エ
ロ
地
理
三

題
噺

―
皇
居
前
広
場
、
電
車
の
痴
漢
、
団
地
妻
』」
井
上
章
一
・
三
橋
順
子
編
『
性
欲
の
研
究
　
東
京
の
エ
ロ
地
理
編
』
平
凡
社
　
二
〇
一
五
年
三
月

「
あ
と
が
き
」
御
厨
貴
・
井
上
章
一
編
『
建
築
と
権
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
三
二
五
〜
三
二
九
頁

「
書
評
　
芸
妓
学
校
も
手
が
け
た
上
方
の
老
舗
料
亭
に
息
づ
く
『
志
』　
神
崎
宣
武
著
『
大
和
屋
物
語
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
五
年
三
月
二
七
日
号

「
都
市
と
建
築
に
、
ど
う
い
う
歴
史
を
感
じ
る
か
」『
建
築
と
日
常
』
三
・
四
合
併
号
　
二
〇
一
五
年
三
月

「
ペ
リ
ー
が
く
る
ま
で
は
、
や
は
り
鎖
国
で
あ
る
―
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
か
ら
―
」
倉
本
一
宏
編
『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月

「
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
建
築
か
ら
、
日
本
列
島
の
建
築
史
を
読
み
な
お
す
」
劉
建
輝
編
『
日
越
交
流
に
お
け
る
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
諸
課
題
﹇
ベ
ト
ナ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

二
〇
一
三
﹈』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
九
七
〜
一
〇
二
頁

「
書
評
　
島
薗
進
ほ
か
編
『
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
「
近
世
」』」
他
書
評
四
点
　
共
同
通
信
文
化
部
編
『
書
評
大
全
』
三
省
堂
　
二
〇
一
五
年
三
月

榎
本
　
渉

●
論
文

「
建
長
寺
船
の
派
遣
と
そ
の
成
果
」
村
井
章
介
編
『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
建
長
寺
　
宗
教
・
政
治
・
文
化
が
交
叉
す
る
禅
の
聖
地
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
四
年
一
一
月
　

二
〇
〇
〜
二
一
二
頁

「
日
記
と
僧
伝
の
間
―
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
の
周
辺
―
」
倉
本
一
宏
編
『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
八
五
〜
九
七
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
檀
上
寛
著
『
明
代
海
禁
＝
朝
貢
シ
ス
テ
ム
と
華
夷
秩
序
』」『
日
本
史
研
究
』
六
二
九
号
　
二
〇
一
五
年
一
月
　
四
九
〜
五
七
頁
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郭
南
燕

●
著
書

『
世
界
の
日
本
研
究
二
〇
一
四
　
日
本
研
究
の
隆
盛
』（
編
集
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月

●
論
文

「
大
正
博
覧
会
の
『
台
湾
館
』
の
観
方
―
志
賀
直
哉
を
中
心
に
―
」
張
季
琳
編
『
日
本
文
学
に
お
け
る
台
湾
』
中
央
研
究
院
人
文
社
會
科
學
研
究
中
心
　
二
〇
一
四
年

一
〇
月
　
二
〇
九
〜
二
一
四
頁

「
外
国
人
の
日
本
語
文
学
―
国
際
語
へ
の
歩
み
―
」『
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
一
一
号
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
　

二
〇
一
五
年
三
月
　
六
五
〜
七
三
頁

「
上
海
語
話
者
の
『
言
文
不
一
致
』
舌
を
肥
や
し
、
耳
を
養
う
」
阿
部
健
一
監
修
『
五
感
／
五
環
　
文
化
が
生
ま
れ
る
と
き
』
昭
和
堂
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
五
二
〜

五
七
頁

北
浦
寛
之

●
論
文

「『
木
島
則
夫
ハ
プ
ニ
ン
グ
・
シ
ョ
ー
』
の
記
録
」「
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
と
映
画
」
磯
前
順
一
・
黒
崎
浩
行
編
『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
研
究
論
―
昭
和
四
〇
年
代
日
本
の
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分
析
』
近
代
映
画
社
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
四
二
〜
四
三
頁
、
一
二
四
〜
一
三
〇
頁

「
時
代
劇
映
画
に
お
け
る
『
立
回
り
』
の
転
換
点
―
黒
澤
作
品
の
以
前
と
以
後
」
劉
建
輝
編
『
日
越
交
流
に
お
け
る
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
諸
課
題
﹇
ベ
ト
ナ
ム
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
　
二
〇
一
三
﹈』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
一
五
二
〜
一
五
八
頁

倉
本
一
宏

●
著
書

『
人
を
あ
る
く
　
紫
式
部
と
平
安
の
都
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
　
一
五
〇
頁
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『
平
安
朝
　
皇
位
継
承
の
闇
』
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
一
四
年
一
二
月
　
二
〇
八
頁

『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』（
編
著
）
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
七
七
七
頁

●
論
文

「
古
記
録
の
裏
書
に
つ
い
て
―
特
に
『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
に
つ
い
て
―
」『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
一
三
五
〜
一
七
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「『
カ
ラ
と
コ
マ
』
―
平
安
時
代
の
異
国
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
国
際
企
画
展
示
「
文
字
が
つ
な
ぐ
―
古
代
の
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
―
」
図
録
解
説
』　
二
〇
一
四
年

一
〇
月
　
二
〇
九
頁

「
紫
式
部
と
『
源
氏
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
本
郷
』N

o. 114

　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
四
年
一
一
月
　
八
〜
一
〇
頁

「
歴
史
に
親
し
む
　
平
安
貴
族
は
激
務
の
毎
日
」『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』
二
〇
一
四
年
一
二
月
号
　
五
二
〜
六
二
頁

「
摂
関
期
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
九
二
集
　
二
〇
一
四
年
一
二
月
　
一
八
三
〜
一
九
二
頁

「
近
衞
家
の
遺
し
た
日
記
、『
御
堂
関
白
記
』
が
世
界
記
憶
遺
産
に
な
り
ま
し
た
」『
婦
人
画
報
』
二
〇
一
五
年
一
月
号
　
一
二
〇
〜
一
二
四
頁

「
序
に
代
え
て
―
日
記
と
古
記
録
に
つ
い
て
―
」「
跋
語
に
代
え
て
―
『
日
記
の
総
合
的
研
究 “T

he Synthetic R
esearches of Japanese D

iaries ”

』
に
つ
い
て
」
倉
本

一
宏
編
『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
ⅰ
〜
ⅶ
頁
、
七
五
九
〜
七
六
三
頁

「『
レ
コ
室
か
ら
こ
ん
ば
ん
は
』
か
ら
」『
日
文
研
』
五
四
号
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
三
二
〜
三
八
頁

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス

●
論
文

「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
将
軍
謁
見
│
野
望
、
威
信
、
挫
折
」
笠
谷
和
比
古
編
『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
五
五
一
〜
五
七
八
頁

「『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
に
み
る
科
学
と
芸
術
」『
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」「
エ
ピ
ト
メ
ー
」
解
題
』
雄
松
堂
書
店
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
一
二
〜
二
五
頁
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佐
野
真
由
子

●
論
文

「
幕
末
最
終
章
の
外
交
儀
礼
」
笠
谷
和
比
古
編
『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
六
四
七
〜
六
七
九
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
文
化
遺
産
の
『
国
際
的
』
保
護

―
何
が
正
し
い
の
か
」『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
二
〇
一
五
年
三
月
号
（
第
三
九
巻
第
三
号
）
一
四
〜
一
五
頁

小
松
和
彦

●
著
書

『
妖
怪
ラ
ン
キ
ン
グ
大
辞
典
』（
飯
倉
義
之
と
共
同
監
修
）
株
式
会
社
カ
ン
ゼ
ン
　
二
〇
一
四
年
一
二
月
　
一
九
二
頁

『
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
妖
怪
　
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
』（
監
修
）　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
五
年
一
月
　
二
〇
六
頁

『
宝
島
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｉ
文
庫
　
日
本
の
妖
怪
』（
飯
倉
義
之
と
共
同
監
修
）
宝
島
社
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
二
三
九
頁

『
異
人
論
と
は
何
か
―
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
時
代
を
生
き
る
―
』（
山
泰
幸
と
共
編
著
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
三
四
四
頁

●
論
文

「
序
　
妖
怪
研
究
の
新
た
な
出
発
に
む
け
て
―
若
干
の
回
顧
と
展
望
」『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
五
集
　「
怪
異
・
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
―
ウ
チ
と
ソ
ト
の
視
点

か
ら
」』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年
一
月
　
九
〜
一
五
頁

「
い
ざ
な
ぎ
流
の
神
の
表
象
―
『
自
然
』
の
擬
人
化
を
考
え
る
―
」
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
「
自
然
と
文
化
」
事
務
局
編
『
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化

研
究
機
構
連
携
研
究
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
然
と
文
化
の
重
層
的
関
係
の
歴
史
的
解
明
」
最
終
年
度
成
果
報
告
書
』
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
　

二
〇
一
五
年
二
月
　
一
七
九
〜
一
九
一
頁

「
教
派
神
道
と
宗
教
者
・
芸
能
者
」
島
薗
進
・
高
埜
利
彦
・
林
淳
・
若
尾
政
希
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
　
近
世
か
ら
近
代
へ
四
　
勧
進
・
参
詣
・
祝
祭
』
春
秋
社
　

二
〇
一
五
年
三
月
　
一
七
六
〜
二
〇
七
頁

「
は
し
が
き
」
山
泰
幸
・
小
松
和
彦
編
著
『
異
人
論
と
は
何
か
―
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
時
代
を
生
き
る
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
五
年
年
三
月
　
ⅰ
〜
ⅲ
頁
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●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　『
道
化
の
民
俗
学
』『
道
化
的
世
界
』『
文
化
と
両
義
性
』」
真
島
一
郎
・
川
村
伸
秀
編
『
山
口
昌
男
　
人
類
学
的
思
考
の
沃
野
』
東
京
外
国
語
大
学
出
版
会
　

二
〇
一
四
年
一
〇
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
妖
怪
の
系
譜
　
な
ぜ
日
本
人
に
愛
さ
れ
続
け
る
の
か
」『
日
経
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
！
』
二
〇
一
四
年
一
二
月
号
　
日
経
Ｂ
Ｐ
社
　
二
〇
一
四
年
一
一
月

「
近
藤
雅
樹
さ
ん
の
思
い
出
」
大
国
正
美
・
水
口
千
里
編
『
魅
せ
る
！
超
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
―
近
藤
雅
樹
ワ
ー
ル
ド
の
探
検
―
』
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
　

二
〇
一
四
年
一
二
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　〝
引
き
出
し
〞
豊
富
な
文
化
　
妖
怪
研
究
の
第
一
人
者
　
小
松
和
彦
氏
」『
福
井
新
聞
』（
朝
刊
）
二
〇
一
五
年
一
月
一
日

「
多
摩
丘
陵
の
狸
た
ち
は
敗
れ
た
が
…
…
」『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書
八
　
総
天
然
色
漫
画
映
画
　
平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
五
年
一
月

「『
怪
異
』
概
念
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
」
天
理
大
学
考
古
学
・
民
俗
学
研
究
室
編
『
モ
ノ
と
図
像
か
ら
探
る
怪
異
・
妖
怪
の
世
界
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
五
年
三
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
補
論
　
異
人
論
の
時
代
」
山
泰
幸
・
小
松
和
彦
編
著
『
異
人
論
と
は
何
か
―
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
時
代
を
生
き
る
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
五
年

年
三
月

瀧
井
一
博

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
九
）　
明
治
人
が
読
ん
だ
ト
ク
ヴ
ィ
ル
　
ト
ク
ヴ
ィ
ル
・
松
本
礼
二
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
文
庫
　
二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
八

年
」『
究
』
一
一
月
号
（
通
巻
第
四
四
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
四
年
一
一
月
　
四
四
〜
四
五
頁

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
一
〇
）　
日
本
政
治
（
学
）
の
泥
臭
さ
　
丸
山
眞
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』（
増
補
版
）
未
来
社
　
一
九
六
四
年
）」『
究
』
二
月
号

（
通
巻
第
四
七
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
四
四
〜
四
五
頁

坪
井
秀
人

●
論
文
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「
三
好
達
治
と
戦
争
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
六
九
集
　
昭
和
文
学
会
　
二
〇
一
四
年
九
月
　
二
四
〜
三
五
頁

「
戦
中
戦
後
の
跨
ぎ
方

―
〈
国
文
学
〉
教
育
＝
研
究
の
場
合

―
」『
文
学
』
第
一
五
巻
・
第
五
号
（
二
〇
一
四
年
九
・
一
〇
月
号
）
岩
波
書
店
　
二
〇
一
四
年
九
月
　

六
七
〜
八
四
頁

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

“B
ook R

eview
: H

ell-bent for H
eaven in Tateyam

a m
andara: Painting and R

eligious P
ractice at a Japanese M

ountain, w
ritten by C

aroline H
irasaw

a,” 

Journal of R
eligion in Japan 4: 1, 2015, pp. 70–73.

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

●
論
文

「
靖
国
：
関
於
戦
後
的
天
皇
与
神
社
」
刘
岳
兵
編
著
『
日
本
的
宗
教
与
历
史
思
想
―
以
神
道
藻
為
中
心
』
天
津
人
民
出
版
社
　
二
〇
一
五
年
一
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
現
代
の
言
葉
　
神
社
と
祭
り
の
一
〇
月
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
〇
日

「
近
代
的
聖
地
と
し
て
の
伊
勢
」
神
道
国
際
学
会
編
『
出
雲
と
伊
勢
―
古
代
王
権
と
聖
な
る
空
間
：
遷
宮
記
念
・
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
』
神
道
国
際
学
会
　
二
〇
一
四
年

一
一
月

「
現
代
の
言
葉
　
降
誕
祭
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
九
日

「
神
社
巡
り
④
　
粟
田
神
社
」『
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
』Vol. 50

（
平
成
二
七
年
二
月
一
日
号
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
神
道
国
際
学
会
　
八
頁

「
書
評
　
笠
谷
和
比
古
著
『
武
士
道
―
侍
社
会
の
文
化
と
倫
理
』
エ
ヌ
テ
ィ
テ
ィ
出
版
　
二
〇
一
四
年
二
月
刊
」『
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
』Vol. 50

（
平
成
二
七
年
二
月
一
日

号
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
神
道
国
際
学
会
　
九
頁

「
現
代
の
言
葉
　
京
都
の
中
の
伊
勢
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
三
月
一
六
日
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細
川
周
平

●
論
文

“

音
楽 O

ngaku, O
nkyō /M

usic, Sound,” R
eview

 of Japanese C
ulture and Society Vol. X

X
V

 D
ecem

ber 2013 (W
orking W

ords: N
ew

 A
pproaches to Japanese 

Studies), International C
enter for the P

rom
otion of A

rt and Science (JIC
PA

S), Josai U
niversity, pp. 9–20.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
月
に
託
す
」『
新
内
志
賀
の
会
〜
語
り
の
系
譜
Ⅲ
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
一
一
月

「
書
評
　
小
沼
純
一
『
柴
田
南
雄
著
作
集
第
一
巻
』（
国
書
刊
行
会
）」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
四
日
号

「
Ｃ
Ｄ
解
説
　『
シ
カ
ラ
ム
ー
タ
ラ
イ
ブ
二
〇
一
四
』」
デ
ィ
ス
ク
ユ
ニ
オ
ン
　
二
〇
一
四
年
一
一
月

「
随
筆
　
リ
カ
ル
ド
宇
江
木
か
ら
の
手
紙
」『
ふ
ろ
ん
て
い
ら
』
四
三
号
　
二
〇
一
四
年
一
二
月
　
二
九
〜
三
二
頁

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
音
楽
批
評
に
何
が
で
き
る
の
か
？
」『
平
成
二
六
年
度
文
化
庁
「
大
学
を
活
用
し
た
文
化
芸
術
推
進
事
業
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
「
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
を
核
と
す
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
」
事
業
報
告
書
』
お
茶
の
水
女
子
大
学
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
推
進
室
　
七
三
〜
九
三
頁

「
時
熟
し
、
万
感
の
思
い
込
め
て
―
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
二
〇
一
三
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
七
日
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
）」（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
五

日
付
記
事
再
録
）
磯
前
順
一
・
黒
崎
浩
行
編
著
『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
研
究
論
―
昭
和
四
〇
年
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分
析
』
近
代
映
画
社
　

二
〇
一
五
年
三
月
　
一
八
五
頁

松
田
利
彦

●
著
書

『
植
民
地
裁
判
資
料
の
活
用
：
韓
国
法
院
記
録
保
存
所
所
蔵
・
日
本
統
治
期
朝
鮮
の
民
事
判
決
文
資
料
を
用
い
て
』（
岡
崎
ま
ゆ
み
と
共
編
著
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
一
〇
四
頁

●
論
文

「
朝
鮮
学
校
의 

最
近
의
‘
変
化
’를 

둘
러
싼 

諸
問
題
」（
韓
国
語
）
청
암
대
학
교 

재
일
코
리
안
연
구
소
編
『
재
일
코
리
안
의 

生
活 

文
化
와 

変
容
』
図
書
出
版
ソ
ニ
ン
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二
〇
一
四
年
一
〇
月
　
一
〇
五
〜
一
三
三
頁

「
志
賀
潔
と
植
民
地
朝
鮮
」
翰
林
大
學
校
日
本
學
研
究
所
編
『
翰
林
日
本
学
』
第
二
五
輯
　
翰
林
大
學
校
日
本
學
研
究
所
　
二
〇
一
四
年
一
二
月
　
五
〜
三
一
頁
（
韓
国

語
版
は
三
三
〜
五
八
頁
に
所
収
）

「【
解
説
】
朝
鮮
総
督
府
初
期
の
日
本
人
官
吏
―
形
成
過
程
・
構
造
・
心
性
」『
東
洋
文
化
研
究
』
第
一
七
号
　
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
　
二
〇
一
五
年
三
月
　

一
〇
五
〜
一
四
九
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
ト
ッ
ド
・
ヘ
ン
リ
ー
著
『
ソ
ウ
ル
を
同
化
す
る
―
日
本
の
支
配
と
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
公
共
空
間
の
政
治
学 

一
九
一
〇
〜
一
九
四
五
年
』」『
日
本
研
究
』
第

五
一
集
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
一
九
一
〜
一
九
五
頁

山
田
奨
治

●
論
文

「
日
本
文
化
に
み
る
コ
ピ
ペ
の
ル
ー
ル
」
川
上
量
生
監
修
『
角
川
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
四
　
ネ
ッ
ト
が
生
ん
だ
文
化
　
誰
も
が
表
現
者
の
時
代
』
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
　
二
〇
九
〜
二
三
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
現
代
模
倣
を
斬
る
」『W

A
SE

D
A

 L
IN

K
S

』vol. 29
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月

「
コ
メ
ン
ト
　
サ
ル
〝
自
分
撮
り
〞
写
真
　
著
作
権
は
誰
の
も
の
？
」『
讀
賣
新
聞
』　
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
日

「
第
三
図
書
資
料
館
（
映
像
音
響
館
）
が
竣
工
」『N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R

』N
o. 90

　
二
〇
一
四
年
一
二
月

「
書
評
　
寒
川
恒
夫
著
『
日
本
武
道
と
東
洋
思
想
』　
大
陸
を
源
に
す
る
混
交
文
化
」『
山
梨
日
日
新
聞
』　
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
四
日
ほ
か
一
一
紙
（
共
同
通
信
社
配
信
）

「
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
で
日
本
を
研
究
す
る
」
劉
建
輝
編
『
日
越
交
流
に
お
け
る
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
諸
課
題
﹇
ベ
ト
ナ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
二
〇
一
三
﹈』
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月
　
一
三
三
〜
一
三
九
頁

「
書
評
　
途
方
も
な
く
重
い
論
点
　
四
方
田
犬
彦
著
『
怪
奇
映
画
天
国
ア
ジ
ア
』」
共
同
通
信
文
化
部
編
『
書
評
大
全
』
三
省
堂
　
二
〇
一
五
年
三
月
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マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン

●
著
書

共
編
　E

n 縁
–

N
exus: japanische E

pisoden übersetzt für die Ö
kum

ene : K
laus K

racht zu E
hren aus A

nlaß seiner E
m

eritierung, edited w
ith M

ichael K
inski, 

M
atthew

 K
oenigsberg, G

erhard L
einss und H

arald Salom
on, W

iesbaden: H
arrassow

itz, 2013.

共
編
　Japonica H

um
boldtiana. Jahrbuch der M

ori-O
gai-G

edenkstätte H
um

boldt-U
niversität zu B

erlin vol. 16 (Jg. 2013), W
iesbaden: H

arrassow
itz, O

ctober 2014.

『
近
代
日
本
の
公
と
私
、
官
と
民
』（
猪
木
武
徳
と
共
編
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
　
四
一
二
頁

●
論
文

“D
er ‘B

rief im
 M

unde’ (Fukum
ijoo) und der ‚B

rief vom
 H

ueftpass (K
oshigoejoo),” E

n 縁
–

N
exus: japanische E

pisoden übersetzt für die Ö
kum

ene : K
laus 

K
racht zu E

hren aus A
nlaß seiner E

m
eritierung, ed. w

ith M
ichael K

inski, M
atthew

 K
oenigsberg, G

erhard L
einss und H

arald Salom
on, W

iesbaden: 

H
arrassow

itz, 2013, pp. 19–44.

「『
往
来
物
』
と
は
何
か

─
そ
の
概
念
形
成
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
鈴
木
貞
美
・
劉
建
輝
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
交
流

─
キ
イ
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
再
検
討

─
』

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
三
〇
三
〜
三
一
三
頁

“C
hapter 5: W

hat does ‘L
iterature of C

orrespondence’ M
ean? A

n E
xam

ination of the Japanese G
enre Term

 ō raim
ono and its H

istory,” edited by M
atthias 

H
ayek and A

nnick H
oriuchi, L

isten, C
opy, R

ead: Popular L
earning in E

arly M
odern Japan, L

eiden / B
oston: B

rill, Septem
ber 2014, pp. 139–160.

「
書
簡
の
私
的
記
号
に
つ
い
て
」「
問
題
と
展
望
―
公
と
私
、
の
概
念
に
よ
せ
て
」
猪
木
武
徳
・
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
編
書
『
近
代
日
本
の
公
と
私
、
官
と
民
』

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
　
一
九
〜
四
四
頁
、
四
〇
一
〜
四
一
〇
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「『
過
程
』
を
視
る
こ
と
―
火
星
と
御
月
様
の
舞
い
の
春
に
ち
な
ん
で
―
」『
日
文
研
』
53
号
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
九
月
　
二
八
〜
三
五
頁

「
ま
え
が
き
」
猪
木
武
徳
・
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
編
書
『
近
代
日
本
の
公
と
私
、
官
と
民
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
　
ⅰ
〜
ⅲ
頁

書
評
　“A

udienzen und Texte. R
ezension zu Tom

ita M
asahiro, C

h ūsei kuge seiji m
onjoron (U

ntersuchungen zum
 adm

inistrativen K
orrespondenzschrifttum

 

des m
ittelalterlichen H

ofadels),” Japonica H
um

boldtiana 16 (Jg. 2013), O
ctober 2014, pp. 235–255.
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劉
　
建
輝

●
著
書

『
日
華
学
会
関
連
高
橋
君
平
文
書
資
料
Ⅲ
』（
編
著
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月

『
日
越
交
流
に
お
け
る
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
諸
課
題
﹇
ベ
ト
ナ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
二
〇
一
三
﹈』（
編
著
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月

●
論
文

「
地
図
と
写
真
か
ら
見
る
満
洲
移
民
と
現
地
社
会
」『
人
間
文
化

―
人
間
文
化
研
究
機
構
第
二
二
回
公
開
講
演
会
「
画
像
資
料
に
よ
る
日
本
人
移
民
へ
の
新
視
点
―
満

洲
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
南
洋
」』Vol. 21
　
人
間
文
化
研
究
機
構
　
二
〇
一
五
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
広
辞
苑
編
者
の
絵
は
が
き
―
明
治
末
期
、
欧
州
留
学
中
の
二
五
〇
〇
枚
　
人
脈
、
世
相
映
す
」（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）『
読
売
新
聞
』（
大
阪
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
四
年
一
二

月
四
日

「『
岡
部
牧
夫
文
庫
目
録
―
地
域
研
究
関
係
図
書
・
資
料
―
』
序
文
」
井
村
哲
郎
編
『
岡
部
牧
夫
文
庫
目
録
―
地
域
研
究
関
係
図
書
・
資
料
―
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
　
二
〇
一
五
年
三
月


